
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
っ
て
、
日
本

社
会
全
体
の
あ
り
方
が
あ
ら
た
め
て
問
い
直
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
人
と
の
接
触
を
極
力
避
け
な
が
ら

動
か
し
て
い
く
経
済
活
動
は
、
日
本
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

CO
V
ID
-19

に
よ
っ
て
、
い
つ
か
は
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
諸
課
題
が
、
よ
り
喫
緊
の
イ
シ
ュ
ー

と
し
て
ク
リ
ア
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
ニ
ッ
ポ
ン（
Ｄ
Ｎ
）の
成
り
立
ち

　

日
本
政
府
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
へ
の
取
り
組

み
や
政
策
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
経
団
連
を
は
じ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
の
皆
様
、
国
民
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、適
宜
、見
直
し
や
修
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
一

方
、党
内
で
の
議
論
に
つ
い
て
は
、な
か
な
か
語
ら
れ

る
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

自
民
党
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
特
別
委
員
会
は
、
２

０
０
１
年
に
Ｉ
Ｔ
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
党
内
でeJapan

特
命
委
員
会
と
し
て
発
足
し

コ
ロ
ナ
時
代
の
田
園
都
市
国
家
構
想

て
以
来
、
19
年
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
私
は
２
０

１
７
年
に
事
務
局
長
に
就
任
し
、
平
井
卓
也
委
員
長

の
も
と
、
党
内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の
実
施
等
、

先
端
技
術
を
活
用
し
た
委
員
会
運
営
に
努
め
て
き
た
。

２
０
１
０
年
か
ら
は
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ニ
ッ
ポ
ン
」

（
Ｄ
Ｎ
）を
取
り
ま
と
め
、
政
府
に
提
言
を
重
ね
て
き

て
い
る
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
、
日
本
の
デ
ジ
タ

ル
政
策
へ
の
方
針
に
も
大
い
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と

自
負
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
は
慶
應
義
塾
大
学
の
村
井
純
教
授
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
画
い
た
だ
き
、
ま
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
政
策

議
論
を
深
め
る
た
め
、
ウ
ェ
ブ
会
議
に
て
数
多
く
の

企
業
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、
Ｄ
Ｎ
を
ま
と

め
上
げ
て
い
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）全
般
、医
療
、教
育
、地
方
分
散
、防

災
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
子
育
て
、
行
政
、
ク
ラ

ウ
ド
、
社
会
的
課
題
等
、
幅
広
い
業
界
か
ら
現
場
の

声
を
吸
い
上
げ
、
提
言
へ
と
反
映
さ
せ
た
。
約
50
社

に
も
上
る
企
業
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、「
押
印

の
た
め
だ
け
に
出
社
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
、

諸
外
国
の
事
例
と
比
べ
て
も
、「
日
本
の
デ
ジ
タ
ル

利
活
用
へ
の
対
応
は
遅
れ
て
い
る
」
と
の
指
摘
も
多

か
っ
た
。
ア
ナ
ロ
グ
原
則
か
ら
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス

ト
へ
の
転
換
を
急
ぎ
進
め
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
む
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
規
制

や
慣
行
を
見
直
し
、
地
方
公
共
団
体
を
含
め
て
対
応

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
テ
レ

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
通
し
、
場
所
に
縛
ら

れ
な
い
体
験
を
得
た
。w

ith

コ
ロ
ナ
、after

コ
ロ

ナ
を
生
き
て
い
く
う
え
で
、
東
京
一
極
集
中
型
は
む

し
ろ
リ
ス
ク
要
因
に
も
な
り
、
わ
れ
わ
れ
が
目
指
す

べ
き
社
会
像
も
変
容
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
デ
ジ
タ

ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
中
心
と
な
る
、
10
年
後
の
２
０

衆
議
院
議
員
／
自
由
民
主
党
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
特
別
委
員
会
事
務
局
長

牧まきし
ま島 

か
れ
ん
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特集 Digital Transformation（DX）
─価値の協創で未来をひらく

３
０
年
は
ど
の
よ
う
な
日
本
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
今
回
の
Ｄ
Ｎ
の
中
心
と
し
て
据
え
た
の

が「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
」と
い
う
概
念
で
あ
る
。

　

大
平
正
芳
元
首
相
は
、「
都
市
の
持
つ
高
い
生
産

性
、
良
質
な
情
報
と
、
田
園
の
持
つ
豊
か
な
自
然
、

潤
い
の
あ
る
人
間
関
係
を
結
合
さ
せ
、
健
康
で
ゆ
と

り
の
あ
る
田
園
都
市
づ
く
り
の
構
想
を
進
め
る
」
と

述
べ
た
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
の
な
か
で
も
う
一
度

こ
の
言
葉
を
見
直
し
、
現
代
に
置
き
換
え
る
と
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
働
き
方
等
が
柔
軟
に
な
り
、

ど
こ
に
い
て
も
国
民
の
生
活
の
質
は
高
く
維
持
さ
れ

る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
」
が
今
後
の
目
指
す

べ
き
国
家
像
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

同
時
に
、
超
高
齢
化
で
人
口
減
少
が
進
む
日
本
で

は
、
地
方
の
活
性
化
は
急
務
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
地
方
に
い
て
も
大
都
市
並
み
に
仕
事

底
し
て
、
非
対
面
、
非
接
触
、
非（
紙
へ
の
）押
印
の

手
続
き
に
代
え
る
べ
き
」「
決
済
に
関
し
て
も
、
顔

認
証
を
含
め
、
非
接
触
型
へ
の
移
行
を
進
め
る
べ

き
」「
課
題
の
指
標
化
や
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

公
開
、
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
登
録
、
Ｄ
Ｘ
銘
柄
の
選
定
、

Ｄ
Ｘ
投
資
へ
の
税
制
優
遇
等
の
検
討
」
等
も
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
急
速
な
変
化
が
起
こ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

対
し
て
、
２
０
０
１
年
に
施
行
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
Ｉ
Ｔ
基
本
法
」
は
、
す
で
に
時
代
遅
れ
で
あ
る
と

い
う
指
摘
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
前
提
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
を
再
設
計
し
、

社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
早
急
に
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
法
」
等
新
た
な
法

整
備
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
Ｄ
Ｘ
庁
の
よ

う
な
新
た
な
役
割
を
担
う
部
署
を
設
立
す
る
こ
と
も

提
言
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
。

今
後
に
向
け
て

　

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
日
常
は
、
コ
ロ
ナ
前
と
比

べ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
今

回
の
経
験
を
通
し
て
切
り
拓
い
て
き
た
道
を
逆
走
す

る
こ
と
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
へ
の
後
押
し
と
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
ー
タ
に
よ
っ
て

「
見
え
る
化
」
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
課

題
が
解
決
さ
れ
る
道
は
ま
さ
し
く
、
社
会
的
ケ
ア
が

必
要
な
人
や
場
面
に
お
い
て
、
き
め
細
や
か
な
対
応

が
可
能
と
な
る
、
人
に
優
し
い
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
社
会

へ
と
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

（注）「デジタル・ニッポン2020」　https://dn2020.jp/
提言の全文ダウンロード可能。動画も順次公開予定

が
で
き
、
収
入
が
得
ら
れ
、
楽
し

く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
」
に
な
れ

ば
、
感
染
拡
大
も
防
止
で
き
、
長

時
間
通
勤
の
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
、

地
方
の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

今
回
の
提
言
は
、
Ｄ
Ｘ
、
教
育
、

医
療
、
防
災
等
の
各
項
目
を
整
理

し
た
結
果
、
２
０
０
ペ
ー
ジ
に
も

及
ぶ
政
策
提
言
と
な
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
各
項
目
の
内
容
に
触
れ
る

こ
と
は
難
し
い
た
め
、
詳
細
は
自

民
党
本
部
の
政
策
ペ
ー
ジ（
注
）よ
り
確

認
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｘ
に
関
わ
る
提
言
に

は
、「
売
買
契
約
書
、
株
主
総
会
、

医
療
診
断
、
オ
ン
ラ
イ
ン
薬
局
、

義
務
教
育
、
試
験
制
度
、
各
種
金

融
サ
ー
ビ
ス
等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
生
活
全
般
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
徹

※
自
民
党
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
関
す
る
提
言

2030年を見据えた大きな概念
デジタル田園都市国家のポジティブなスパイラル

デジタライゼーションで人間中心のデジタル社会を実現することで、経済／生活
／幸福のポジティブサイクルを回す一連の政策を「デジタル田園都市国家」構想
とし、2030年頃までの主要な国家戦略とすべきである。

●先進国だから幸せ
とは限らない

●大都市だから幸せ
とは限らない

●地方で楽しく幸せ
に暮らせればそれ
に越したことはない

●COVID-19の経験から
外出しなくても仕事/
教育/生活ができるラ
イフラインが必要

●一方、確かに大都市は
便利だが生活に満足し
ているわけではない

日本は確かに経済大国
GDP：3位/191ヵ国（’19/IMF）
国際競争力: 6位/141ヵ国（’19/WEF）

経済大国だが、
皆が豊かなわけではない
一人当たりGDP：26位/190ヵ国
（’19/IMF）

生
活（Life

）

幸
福（H

ap
p
in
ess

）

経済（Economy）

デジタル
田園都市国家
人間中心の
デジタル社会

個
人
情
報
保
護

Inclusiveな社会

Sustainableな土台
持続可能な経済・財政・社会保障

抑え込まれた
需要の喚起

逆都市化

第4次産業
革命の進化GD

P2
0%
の

緊急
経済
対策

ロ
ー
カ
ル
発
信
／
楽
し
み
方
の
進

化

幸
福
感

所
得

利便性

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
／
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィの進化

国内幸福度
1位 宮崎県
2位 熊本県
3位 福井県
31位 大阪府
45位 東京都
（’19/ブランド総研）

国内生活満足度
1位 千葉県
2位 兵庫県
3位 埼玉県
24位 大阪府
28位 東京都
（’19/ブランド総研）

日本の幸福度
62位/153ヵ国
（’20/国連SDSN）

図表　人間中心のデジタル社会：デジタル田園都市国家
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